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これまでの取組（デジタルアーカイブジャパンの推進）について
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2015 デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会／実務者協議会の開催
・デジタルアーカイブ推進の方向性とりまとめ（2017年4月）
・デジタルアーカイブ構築・共有・活用ガイドラインとりまとめ（2017年4月）

2021 ジャパンサーチ戦略方針2021-2025 公表（2021年9月）

デジタルアーカイブジャパン・アワード   創設（同8月）
2022 ジャパンサーチ・アクションプラン2021-2025 公表（2022年4月） 各分野の工程表 公表（同７月）

2023 「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドライン／アセスメントツール（ver3.0）公表（2023年9月）
2024  デジタルアーカイブ戦略懇談会／デジタルアーカイブ推進に関する検討会の開催

2017 デジタルアーカイブジャパン推進委員会／実務者検討委員会の開催
・3か年総括報告書 我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けてとりまとめ（2020年8月）
・実務者検討委員会及びワーキンググループの議論の経過等についてとりまとめ(2023年9月)

2019  デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について 公表（2019年4月）
2020 ジャパンサーチ（正式版）公開（2020年8月）

デジタルアーカイブのための長期保存ガイドライン（2020年8月）

2018 デジタルアーカイブアセスメントツール 公表（2018年４月）
 

○デジタルアーカイブが日常的に活用され、多様な創作活動を支える「デジタルアーカイブ社会」の実現を目指し、
各分野のアーカイブ機関と関係府省庁が連携し、アーカイブの構築・共有と利活用促進に向けた取組みをデジ
タルアーカイブジャパンとして推進。

新たな知の創出、文化の保存・継承・発展
 コンテンツの二次利用・二次創作や国内外への情報発信の促進
教育、研究、観光、地域活性化、防災、ヘルスケア、ビジネスなど、様々な分野における利活用

推進体制の整備／先進機関におけるアーカイブ化促進

統合ポータルの整備と運用の開始／分野間のアーカイブ連携促進

ジャパンサーチを核としたデジタルアーカイブの拡充・利活用の促進等

期
待
効
果



ジャパンサーチ戦略方針2021-2025が目指すもの
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ミッション
デジタルアーカイブを日常にする
デジタルアーカイブが持つ三つの価値を最大化し、
デジタルアーカイブが日常に溶け込んだ豊かな創造的社会の実現を目指す

デジタルアーカイブが持つ三つの価値と
その最大化のための４つのアクション及び

１６の目標（ジャパンサーチアクションプラン）

記録・記憶の
継承と再構築

コミュニティを支える
共通知識基盤

新たな社会ネッ
トワークの形成

支える

伝える

拡げる

挑む

 DAの集約・整理と継承
 活用情報の共有
 構築情報の共有
 魅力の発信

 学び・遊び体験の支援
 キュレーション活動の支援
 コンテンツ連携・ひと連携の支援
 DAの長期保存の支援

 デジタル化推進・DAの充実
 人材の発掘・ファンの増加
 地域連携の拡充         
 利用環境の整備とコンテンツ増加

 オープン化の推進          
 新たな可能性の創出
 新たなコミュニティの構築  
 社会のDX化の推進

デジタルアーカイブ社会の
実現に向けて取り組む課題

デジタルコンテンツの拡充
メタデータ整備
デジタル化推進

ボーンデジタル保存
長期保存 等

オープン化の促進
権利処理促進

二次利用条件整備
Web公開 等

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

地域アーカイブ支援 等

拡げ役の役割推進
利活用促進

（事例共有 WS コミュニティ支援）
利用者支援 等

（新サービス 相談窓口）

人材育成・意識啓発
広報活動 等



デジタルアーカイブジャパンの新たな推進体制（2024年2月～）
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デジタルアーカイブ戦略懇談会

デジタルアーカイブ推進に関する検討会

＜コンテンツ分野のデジタルアーカイブ戦略を総合的に検討・承認＞
（役割案）
• 理念・活動指針の策定
• デジタルアーカイブ推進に関する検討会における検討事項の確定
• 目指すべきビジョン等の検討・承認
• 中長期の達成目標・数値目標の検討・承認
• 各府省庁、アーカイブ機関の進捗管理
• デジタルアーカイブ推進に関する検討会の検討状況を踏まえつつ、必要に応じて予算措置について検討

＜デジタルアーカイブ戦略懇談会の要請に基づき、各種検討事項を検討等＞
（役割案）
• 目指すべきビジョン等案の作成
• 達成目標・数値目標案の作成
• 2026年度以降のデジタルアーカイブ推進計画案の策定
• ジャパンサーチの運営
• デジタルアーカイブの拡充と利活用促進に関する各種課題の検討

※ なお、産学官の連携強化、デジタルアーカイブ活動の事例共有、意見交換等を目的に、年一回開催している「デジ
タルアーカイブフェス」及び、デジタルアーカイブの拡充や利活用の促進に積極的に取り組む団体・個人を顕彰する「デ
ジタルアーカイブジャパン・アワード」は、新たな推進体制の下で、継続して実施する。



理念と活動方針
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 コンテンツ分野のプラットフォーム戦略として、ジャパンサーチを基軸としつつ、各アーカイブ機関等における
デジタルアーカイブの拡充・利活用の促進に取り組む。

 デジタルアーカイブが持つ三つの価値を最大化し、デジタルアーカイブが日常に溶け込んだ豊かな創造的
社会の実現を目指す。

理念

活動方針

記録・記憶の
継承と再構築

コミュニティを支える
共通知識基盤

新たな社会
ネットワークの形成

※ジャパンサーチ戦略方針2021-2025（2021年9月）より

（１）文化資産・学術資料等のデジタルアーカイブに関する取り組みをさらに促進する。
 デジタルコンテンツの拡充と維持管理、及びジャパンサーチとの連携拡大
 利活用の促進
 つなぎ役・拡げ役の支援
 意識啓発・人材育成

（２）アーカイブ化された多様なコンテンツ資産のフル活用による新たな価値創造の活性化を推進する。
 R5改正著作権法の施行に伴い構築することが検討されている分野横断権利情報検索システムとジャパンサーチの

連携
 権利情報の付与及び商用コンテンツも含めたコンテンツ情報の見える化と、それら情報の適切な連携
 良質で管理されたデータセットとしてのデジタルアーカイブの新たな価値への対応
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46連携機関（つなぎ役） 222データベース  メタデータ約2940万件 （2024年2月1日現在）

（参考）ジャパンサーチの連携機関、連携データベース等の状況

分野 主なデータベース名
メタデータ
件数

web公開数
（コンテンツ到達可能数）

到達率

文化庁 文化財 「Tokyo Museum Collection」、「文化遺産オンライン」、「文化財デジタルコンテンツダウンロード機能」「ColBase 国立博
物館所蔵品統合検索システム」、「Keio Object Hub」等

820,744件 383,182件 46.7%

文化庁 美術 「ARC浮世絵ポータルデータベース」、「国立美術館所蔵作品総合目録検索システム」、「写真原板データベース」、「愛知
県美術館コレクション」、「大阪市立東洋陶磁美術館収蔵品画像オープンデータ」等

693,732件 379,718件 54.7%

文化庁、
経済産業省

【マンガ・アニメ・ゲーム・メディアアート】　※マンガのメタデータ件数は書籍等に含まれる
「日本アニメーション映画クラシックス」、「Japan Content Catalog」から「JACCクリエイター検索」、「メディア芸術データベー
ス」等

282,664件 51,477件 18.2%

文化庁
【舞台芸術】
「演劇上演記録データベース」、「ARC番付ポータルデータベース」 等

250,350件 138,427件 55.3%

文化庁 映画 「国立映画アーカイブ所蔵映画フィルム検索システム」、「上田市マルチメディア情報センター（動画）」、「映像でみる明治の
日本」等

186,582件 57,341件 30.7%

総務省等 放送番組 「動画で見るニッポンみちしる」、「放送ライブラリー公開番組データベース」、「文化財動画ライブラリー」等 83,106件 5,158件 6.2%

国立国会図書館 書籍等 「国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）」から「国立国会図書館デジタルコレクション」、「デジタルアーカイブ福井」、「佐賀
県立図書館データベース」、「神戸大学附属図書館デジタルアーカイブ新聞記事文庫」等

13,314,845件 1,785,964件 13.4%

内閣府 公文書 「国立公文書館デジタルアーカイブ」、「埼玉県立文書館収蔵資料検索システム」、「和歌山県歴史資料アーカイブ」等 4,304,557件 1,393,142件 32.4%

文化庁

【人文学】
「人間文化研究機構情報基盤システム nihuBridge」から54件のデータベース、「ARC古典籍ポータルデータベース」、「渋
沢栄一関連会社名・団体名変遷図」、「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」、「京都大学研究資源アーカイブ」から
3件のデータベース、「國學院大學デジタルミュージアム」 等

5,610,306件 2,103,599件 37.5%

国土地理院、
海上保安庁

【地図】
「古地図コレクション」「海図アーカイブ」

57,422件 15,678件 27.3%

文化庁 自然史・理工学 「サイエンスミュージアムネット（S-Net）」、「魚類写真資料データベース」、「地質標本データベース」、「動物行動の映像
データベース」、「南方熊楠邸資料：蔵書、標本、文書」、「蚕織錦絵コレクション 」、「生糸標本資料」等

6,721,723件 353,902件 5.3%

文化庁、
観光庁ほか

【地域】
「三重の歴史・文化デジタルアーカイブ」から19件のデータベース、「にいがた 地域映像アーカイブ データベース」、「埼玉県立
の博物館収蔵資料データベース」、「信州デジタルコモンズ」から3件のデータベース、「とっとりデジタルコレクション」、「なんじょう
デジタルアーカイブ」、「Tokyo Museum Collection」、「広島平和記念資料館 平和データベース」、「北海道デジタル
ミュージアム」、「上田市立博物館収蔵品」等

1,015,345件 359,630件 35.4%

総務省、
デジタル庁

【統計】 
「データカタログサイト」等

22,944件 ー

メディア芸術

人文学

その他

文
化
遺
産

［国立文化財機構ほか３機関等］

［国立科学博物館ほか４機関等］

［人間文化研究機構ほか６機関等］

［国立公文書館ほか２機関等]

［国立国会図書館］

［ＮＨＫ、放送番組センター］

［国立映画アーカイブほか１機関等］

［メディア芸術データベースほか４機関等］

［国立美術館ほか５機関等］

［27機関等］

関係省庁等
［つなぎ役機関等］

［
文
化
庁
］



構成員名簿 

１． デジタルアーカイブ戦略懇談会    ◎：議長  ●：幹事役

◎ 内閣府知的財産戦略推進事務局長

内閣府大臣官房審議官

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官

デジタル庁戦略・組織グループ審議官

総務省大臣官房審議官（情報流通行政局担当）

文部科学省大臣官房総括審議官

文化庁文化戦略官

経済産業省審議官（IT 戦略担当）

観光庁審議官

● 国立国会図書館電子情報部副部長

生貝 直人 一橋大学大学院法学研究科教授 

緒方 靖弘 デジタルアーカイブ推進コンソーシアム事務局長 

杉本 重雄 筑波大学名誉教授 

数藤 雅彦 五常総合法律事務所 

高野 明彦 国立情報学研究所名誉教授 

山崎 博樹 知的資源イニシアティブ代表理事 

渡邉 英徳 東京大学大学院情報学環教授 

２． デジタルアーカイブ推進に関する検討会  ○：座長 

内閣府知的財産戦略推進事務局参事官 

国立国会図書館電子情報部主任司書 

阿児 雄之 （独法 １）国立文化財機構東京国立博物館学芸企画部博物館情報課情報

管理室長・文化財活用センターデジタル資源担当室長 

生貝 直人 一橋大学大学院法学研究科教授 

入江 良郎 （独法）国立美術館国立映画アーカイブ学芸課長 

植野 淳子 （株 ２）アーイメージ代表取締役 

大井 将生 （大法 ３）人間文化研究機構人間文化研究創発センター特任准教授・国立

歴史民俗博物館特任准教授 

大家 博紀 （公財 ４）放送番組センター事務局長 

大向 一輝 東京大学大学院人文社会系研究科附属次世代人文学開発センター准教

授 

緒方 靖弘 デジタルアーカイブ推進コンソーシアム事務局長 

川口 雅子 （独法）国立美術館国立アートリサーチセンター情報資源グループリーダー

（学芸担当課長） 



 

 後藤 真 （大法）人間文化研究機構国立歴史民俗博物館研究部准教授・本部機構

長戦略室特命准教授 

 佐々木 奈佳 （独法）国立公文書館次長 

 神保 宇嗣 （独法）国立科学博物館標本資料センター副コレクションディレクター 

 杉本 重雄 筑波大学名誉教授 

 数藤 雅彦 五常総合法律事務所 

○ 高野 明彦 国立情報学研究所名誉教授 

 細井 浩一 立命館大学映像学部教授 

 前川 秀樹 日本放送協会知財センターアーカイブス部長 

 松本 隆史 清水建設（株）技術研究所都市空間技術センター歴史建造物グループ主

任研究員・九州大学大学文書館協力研究員 

 山崎 博樹 知的資源イニシアティブ代表理事 

 内閣府公文書管理課長 オブザーバー 

 内閣府科学技術・イノベーション推進事務局参事官 オブザーバー 

 デジタル庁戦略・組織グループ企画官 オブザーバー 

 総務省情報流通行政局情報通信作品振興課長 オブザーバー 

 文部科学省大臣官房政策課長 オブザーバー 

 文部科学省研究振興局振興企画課学術企画室長 オブザーバー 

 文部科学省研究振興局参事官（情報担当）学術基盤整備室長 オブザーバー 

 文化庁政策課長 オブザーバー 

 文化庁著作権課長 オブザーバー 

 経済産業省コンテンツ産業課長 オブザーバー 

 観光庁参事官（産業競争力強化） オブザーバー 
 
 

（令和６年３月１日現在） 
 
 

 
１ 独立行政法人 
２ 株式会社 

３ 大学共同利用機関法人 
４ 公益財団法人 
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